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日本の教育における算数・数学が好きになる要因の分析 6７
師は恐れずに，児童・生徒に宿題を課していく勇気が
必要である。
⑤小・中学校共に，「算数・数学の勉強が楽しい｣，「算
数・数学はやさしい」と思えることが「算数・数学好
き」につながる。そのように思える指導を心掛けてい
かなければならない。
⑥小・中学校共に，「日常生活に関連する事柄を授業
で何時も扱う」ことや，教師が「算数・数学は実社会
を表現する形式的方法」と考えることは児童・生徒に
良い影響を与えている。日常生活や実社会に役立つこ
とが実感できる算数・数学の授業でなければならな
い。
⑦算数・数学で良い成績を取るのに必要なことのう
ち,小・中学校共に児童・生徒が支持しているのは｢教
科書やノートに書いてあることを覚える」ことである。
また，小学校では｢公式や手続きを覚えることが必要」
と考える教師も児童から支持されている。これらのこ
とが支持されてしまう現在の算数・数学教育の在り方
を考え直すべきであろう。
⑧小学校では，「家の手伝い」をする者に「算数好き」
が多い。恐らく全ての教科に通じる現象であろう。こ
の項目で日本が最下位近くにいる現状を深刻に考えて
いく必要がある。
⑨小・中学校共に，算数・数学ではなく「理科の成績
が大切」と思っている児童・生徒に｢算数・数学好き」
が多い。「算数・数学の成績が大切」と考える児童・
生徒の多くは，一般社会が持つ「算数・数学に対して
の打算的な考え」に影響されているのではないだろう
か。
⑩中学校では，ベテラン教師よりも若い数学教師の方
が生徒に指示されている。教師の新採用が殆どない昨
今ではあるが，安定した若い教師の採用が望まれる。
⑪中学校では，「自分の解答がよいことを示すための
理由を言うことができる」ことが必要だと考える教師
は指示されている。大切にしていきたい内容である。
⑫小学校では，教師が指導内容の決定を「教育課程指
導書（指導要領解説）で行う」ほど「算数好き」が多
い。また中学校では，指導方法の決定を「教育課程指
導書で行う」ほど「数学好き」が多い。教師は，安易
に教科書だけに頼らないで，教育課程指導書をもっと
活用する必要がある。
⑬中学校では，「推論課題を時々使う」と「数学好き」
が増え，「推論課題をよく使う」と「数学嫌い」が増
える。微妙な扱いの相違であるから，注意したい。
⑭小学校の学習形態としては，「児童同士での学習」
は少し重荷のようであり，「教師が援助しながらのグ
ループ学習」が望ましい。この形態の授業展開をさら
に研究していく必要がある。
参考文献
[1]風間晴子：国際比較から見た“日本の知の営みの危機"，
大学の物理教育,２号(1998）pp4-l6
[2]国立教育研究所：国際算数教育調査（1967)，島崎印刷株
式会社．
[3]国立教育研究所：算数教育国際比較（1991)，第一法規出
版．
[4]国立教育研究所：小学校の算数教育・理科教育の国際比
較（1998)，東洋館出版社．
[5]国立教育研究所：中学校の数学教育・理科教育の国際比
較（1997)，東洋館出版社．
[6]文部省：小学校学習指導要領（1989)，文部省．
[7]文部省：小学校学習指導要領（1998)，文部省．
[8]文部省：中学校学習指導要領（1989)，文部省．
[，]文部省：中学校学習指導要領（1998)，文部省．
[10]洲脇史朗，宮地功：数学に関する第３回国際比較調査の
分析，電子情報通信学会技術研究報告，ET99-55（1999）
pp27-34．
[11]洲脇史朗，宮地功：数学が好きになる要因から見た日本
の中学校数学教育への提言，教育情報研究，VOL12,Ｎ０１
（2000）pP3-10
n2]洲脇史朗，宮地功：算数が好きになる要因から見た日本
の小学校算数教育への提言，（投稿中）
[13]谷口澄夫他：世界の教育事情－第一部東アジア編一
（1996)，福武教育振興財団．
洲脇史朗・宮地功6８
Analysiso壬FactorsfromWhichPupilsCometo
LikeArithmeticsandMathematicsineJapan．
－UsingTheThirdInternationalMathelnaticsandScienceStudy-
ＳｈｉｒｏＳＵＷＡＫＩａｎｄＩｓａｏＭＩＹＡＪＩ＊
肋ｃＭｔｙ㎡SbjDnce，
ＯＡａＪｚａｍａＺﾉh〃a1sityofSdj垣､Ｃｅ，
EjtZai-DhoLZ,OAzU月amamO-OO妬jZ2pan
灘Fhcﾛﾉ〃o〃Ｍ〕rmatjb臼，
ＯｋａｙｚＩｍａＺﾉhjveI1sityofSbjDnce，
〃ぬj-choZ-Z,Ｏｋａ)'zImam0-00砿jZZpan
（ReceivedNovemberl,2000）
Theseriousnessfbr11themathematicsdislikei'and1ithesciencedislikeiiisconｔｉｎｕｅｆｂｒａｌｏｎｇ
ｔｉｍｅｉｎＪａｐａｎ・Ｆａｃｔｏｒｓｆｒｏｍｗｈｉｃｈｐｕｐｉｌｓｃｏｍｅｔｏｌｉkearithmeticandmathematicswere
analyzedbyusingthethirdinternationalmathematicssciencestudy､ThemaJoranalysisresults
areshowｎｉｎｔｈｅｆｂllowing､Pupilswhodislikearithmeticandmathematicsincreaseifllighlevel
oftheircontentsaretaughtwithoutartificeslfthequantityofhomeworkisnotexcessive，ｔｈｅ
ｍｏｒｅｉｔｉｓ,themorepupilscometolikearithmeticandmathematics・ThatPupilsfindarithmetic
andmathematicseasyanddelightfUlleadsustoincreasepupilsｗｈｏｂｅｃｏｍｅｔｏｌｉｋｅｔｈｅｍ・
Treatingcontentsrelatedthedailｙｌｉｆｂｍａｎｙｔｉｍｅｓｉｎｔｈｅｃｌａｓｓｏｆａｒｉｔhmeticandthe
mathematicsleadsustoincreasepupilswholikethem．
